
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
、
さ
わ
や
か
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
連
休
で
行
楽
地
に
出
か

け
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
農
作
業
な
ど
、
野

外
で
体
を
動
か
し
た
り
す
る
機
会
も
増
え

ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
外
出
時
に
紫
外

線
（
日
よ
け
）
対
策
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
真
夏
の
炎
天
下
に
は
、
日
傘
や
長

袖
・
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
で
し
っ
か
り
日
よ

け
を
し
て
い
て
も
、
気
温
も
さ
ほ
ど
高
く

な
く
、
過
ご
し
や
す
い
春
先
に
は
、
油
断

し
て
し
ま
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

実
は
、
５
〜
６
月
に
か
け
て
は
、
１
年

中
で
最
も
紫
外
線
量
の
多
い
時
期
で
す
。

か
つ
て
は
健
康
の
た
め
に
日
光
浴
が
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
近
年
は
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
り
、
地
球
に
降
り
注

ぐ
有
害
な
紫
外
線
量
が
増
え
て
い
る
た
め
、

過
度
な
日
光
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

★
紫
外
線
の
デ
メ
リ
ッ
ト

日
焼
け
・
皮
膚
が
ん
・
し
み
・
そ
ば
か

す
な
ど
の
他
、
今
ま
で
は
単
な
る
老
化
と

考
え
ら
れ
て
い
た
し
わ
や
た
る
み
、
免
疫

機
能
の
低
下
な
ど
に
も
、
紫
外
線
が
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
帽
子
（
つ
ば
の
広
い
も
の
が
よ
い
）、
長

袖
、
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
（
数
時
間
お

き
に
塗
り
直
す
と
効
果
的
）
で
防
御
す
る
。

②
直
射
日
光
を
避
け
る
…
外
出
時
は
、
日

陰
・
木
陰
な
ど
を
利
用
す
る
。
日
傘
を
さ

す
（
黒
色
や
デ
ニ
ム
地
の
方
が
紫
外
線
を

通
し
に
く
い
）。

③
外
出
時
間
を
考
え
る
…
１
日
の
う
ち
最

も
紫
外
線
が
多
く
な
る
11
時
〜
14
時
く
ら

い
ま
で
の
外
出
は
、
な
る
べ
く
避
け
る
。

※
真
夏
だ
け
で
な
く
、
紫
外
線
の
多
い
５

〜
10
月
頃
ま
で
は
、
紫
外
線
対
策
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
冬
場
の
ス
キ
ー
場
で
は
、

雪
に
反
射
す
る
こ
と
で
紫
外
線
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
な

ど
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
紫
外
線
対
策
は
き
ち
ん
と
し
て

い
て
も
、
一
緒
に
い
る
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
は
無
防
備
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

以
前
は
、
子
供
の
真
っ
黒
な
日
焼
け
は

「
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
言
わ
れ
、
赤
ち

ゃ
ん
に
も
積
極
的
に
日
光
浴
を
さ
せ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
紫
外
線
の
害
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
と
さ
ら
日
光

を
浴
び
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

子
ど
も
は
大
人
よ
り
も
紫
外
線
を
浴
び
る

機
会
が
多
い
上
、
紫
外
線
に
対
す
る
感
受

性
が
高
く
、
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
や
す

い
の
で
、
幼
少
時
か
ら
無
駄
な
日
焼
け
を

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は

自
分
で
紫
外
線
対
策
が
で
き
な
い
た
め
、

大
人
が
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2006年５月　　17

紫
外
線
に
ご
用
心
！

■
初
夏
の
紫
外
線
に
も
注
意

■
紫
外
線
を
防
ぐ
に
は
…
？

■
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
紫
外
線
対
策

日除けフードを広げる
つば広の帽子をかぶせる

日焼け止めクリームを塗る
※足の甲・肩口やうなじにも塗る

【外出時
の注意点】

黒･紺･赤などの長袖の服

なるべく日陰を選んで
歩きましょう。直射日
光は目にもよくないの
で、日差しを避けられ
ないときは、日除けフ
ードにカーテンを掛け
るなど工夫をしましょ
う。

■
子
供
の
日
焼
け

「第13回いきいきウォーキング」のご案内
～新緑のいきな島を

みんなで楽しく歩きませんか？～
■日時 5月27日（土）10:00～12:00（9:40～受付け）
■場所　生名保健センター集合
■内容　ウォーキング（約 4㎞）～昼食（カレー）～ゲーム等

※雨天時は室内でレクリエーション
■参加資格　町内在住者（小学2年生以下は保護者同伴）
■申込み・問合せ先　生名保健センター TEL 74－0911
■申込み締切 5月16日（火）



火
災
が
起
き
る
と
、
炎
に
目
を
奪
わ
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
一
番
恐
い
の

は
煙
で
す
。

火
災
で
発
生
し
た
煙
は
、
視
界
を
さ
え

ぎ
り
、
判
断
を
鈍
ら
せ
ま
す
。

煙
に
含
ま
れ
る
有
毒
ガ
ス
を
吸
い
込
ん

で
し
ま
う
と
意
識
を
失
い
、
や
が
て
は
死

に
い
た
り
ま
す
。
火
災
に
よ
り
亡
く
な
る

方
の
ほ
と
ん
ど
は
、
煙
に
よ
る
逃
げ
遅
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
り
発
生
し
た
煙
は
天
井
に
到

達
す
る
と
横
方
向
に
広
が
り
、
毎
秒
0.3
〜

0.8
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
で
開
口
部
に
流
れ
て

い
き
ま
す
。

階
段
部
に
移
る
と
、
さ
ら
に
速
度
を
上

げ
て
上
昇
し
ま
す
。
こ
の
時
の
速
さ
は
、

毎
秒
３
〜
５
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
人
の

歩
く
速
さ
が
0.5
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
迅
速

な
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

避
難
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
姿
勢
を

低
く
し
て
、
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
で
口
を

押
さ
え
、
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
避
難
し

て
下
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
迎
え
家
族
や

友
人
と
外
出
さ
れ
、
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施

設
を
利
用
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
避
難
方
法

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
経
路

客
室
に
は
避
難
経

路
を
記
し
た
案
内
図

が
必
ず
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
案
内

図
を
も
と
に
避
難
経

路
を
歩
い
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
避
難
口

通
路
誘
導
灯
や
非
常
口
の
位
置
等
も
覚

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
非
常
用
懐
中
電
灯

多
く
の
場
合
、
ベ
ッ
ド
横
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
避
難
方
法
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
停

電
等
に
よ
り
止
ま
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
際
は
、
階
段
を
優
先
し
、
避
難

器
具
は
「
最
後
の
手
段
」
と
し
て
使
用
し

て
下
さ
い
。
避
難
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
所
に
は
、
取
扱
説
明
書
が
表
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

■
主
な
避
難
器
具
に
つ
い
て

避
難
器
具
は
メ
ー
カ
ー
等
で
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
主
な
器
具
を
紹
介
し
ま

す
。
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上

島

町

消

防

だ

よ

り

煙が多い時の避難要領 煙が少ない時には迅速に避難

通路誘導灯

避難口誘導灯

救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋救 助 袋 緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機緩 降 機

滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台滑 り 台 避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご避難はしご

階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。階段の段差部分には新鮮な空気が残っています。
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■食品衛生法の改正により、平成18年５月29日から「食品に残留する農薬等の基準に係るポジティブ
リスト制度」が導入されます。

これにより、食品衛生法に残留基準が設定されていない農薬等が一定量を超えて残留する食品の販
売等が原則禁止され、残留基準が定められていない農薬等については、人の健康を損なう恐れのない
一律基準として0.01ppmが設定されました。
※0.01ppmとは、１億分の１（100ｔの作物に１gの農薬が含まれることを示す）に該当し、ちょっ
とした不注意によっても残留農薬の検出につながるほど微量な数値

■生産現場での対応としては、農薬ラベルの記載事項をよく確認し、

①適用作物　　②使用量又は濃度　　③使用時期　　④総使用回数等
の農薬使用基準の遵守をお願いします。

また、農薬の飛散による周辺作物への影響防止対策として、使用しようとする農薬が周辺の食用作
物（果樹や野菜など）に登録がない場合、飛散についてこれまで以上に気をつけなければなりません。
このため、周辺の作物に農薬がかからないよう、散布時に守りたいこととして

①散布量が多くなりすぎないよう気を付けましょう
②散布は風の弱い時に行い風向に気をつけましょう
③散布の方向や位置に気をつけましょう
④細かすぎる散布粒子のノズルは使わないようにし、
散布圧力を上げすぎないようにしましょう
⑤タンクやホースは洗いもれがないよう使用後はき
れいに洗っておきましょう

今治地方局農政普及課　農産物安全係　TEL：0898－23－2500 FAX：0898－22－9724

３月14日、かんきつ新品種「たまみ」の産地化に向けた研
修会が、果樹試験場岩城分場で開催されました。
当日は弓削、生名、岩城の各島のかんきつ生産者75名が参

加し、脇分場長から新品種の特性や産地化の方向性について
講義や圃場の視察、試食が行われました。かんきつ販売情勢
が厳しい中、「たまみ」が上島町のかんきつ農業の活性化の
救世主となるよう、町では産地化を支援するため苗木の助成
事業を行う計画を進めています。

かんきつ新品種「たまみ」の産地化研修会の開催




